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　Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織日

http://www.ab.auone-net.jp/~aki-dswi/index.html

018

　秋田県福祉施設士会
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長年の地域における保育実践は、地域に開かれた「顔」を創っており（「孫の手ひろば（呼称）」
ボランティア等による伝承遊びやだまっこ会、肩たたき等々）、地域の開かれた交流が特徴となっ
ており、特に「地域子育て支援事業」では、1万人（H27年5月より28年1月まで総数、0～3歳児
親子、土･日曜日が多い）の来訪者がカウントされています。安全管理面では、安全を脅かす事例収
集･対策を講じており、人材の確保･養成では、職員の就業状況に配慮されています。今後は、教育･
研修面について、職員の質の向上を意識した観点から「職員自ら設定する課題への取組み」を明ら
かにするような職員教育･研修の見直しを期待します。

875 5172

901

福祉サービスの実施においては、地域の保育所として、これまでの実践が高く
評価され、地域から認められていることが伺えます。また、経験豊富な保育士
が現場において力量を発揮し、若い保育士を育成すべく奮闘しています。今
後、親世代の年齢層は、ますます、多様化する社会情勢の中で、利用者のニー
ズに対応できる組織・体制づくり、「見える保育所」として、多様な意見、保
育要望等を拾い集めるプロセスを作り上げ、継続的な福祉サービスの質の向上
に邁進するよう期待します。
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－
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評価情報更新日

「地域と繋がりあいながら子どもの育ちと子育てを支える」という理念を掲
げ、老人福祉施設の訪問、幼稚園・小学生との交流、伝統芸能への参加、公民
館でのお祭り開催など地域と一体となった保育が展開されており、子ども達に
生き生きとした躍動感があります。「健やかで感性豊かな、自他の思いを大切
に出来る」子ども像を目指して、日々の保育に励んでいますが、今後は、保育
士の自己評価ガイドラインを準備し、振り返りを定期的に行いながら自らの保
育を検証し、更に保育の質の向上に繋げて頂きますよう期待します。

第三者評価を受審したことで、法人・施設としての長年にわたる取り組みや理念に込められた思い
を再確認することができた。また、改善するべき点や弱点などを明らかにする事ができた。
今回の受審において、利用者アンケートの回収率が50％を下回る結果となった。利用者が保育園に
抱いている距離感が低回収率という結果につながったのかもしれない。利用者から頂いた意見・要
望やアンケート結果に対し保育園としてどのような思いがあるのか、どのような対応をしていくの
かしっかりと発信し、利用者からの信頼を得られるよう、また施設側も利用者側も共に協力しなが
ら施設運営ができる関係を築いていけるよう努力していきたい。
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　Ⅲ　適切な福祉サービスの実施
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理念や保育方針、保育目標等は明文化され、保育所として、その内容が適切であり、職
員と利用者（保護者）はもちろん地域にもその存在感が広く知れわたっています。中長
期計画は文章化されていないものの、職員体制や各年度毎の事業計画を見通した計画
性、業務の効率化等（PCの台数等）に反映され、改善に向けた取り組みに施設長の責任
と指導力が発揮されています。今後、今までの実践力を「頭の中の地図」に終わらせる
ことなく、文章化されて世代交代の育成に資するよう期待します。
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【保育所版　評価結果表】

◆　細目の評価結果（基本評価5３項目）

評価結果
優れている点・改善を求められる点

評価結果に対する事業者からの意見

ａ
法人・施設の理念･保育理念は､玄関入り口
等に設置されて明文化され掲示されていま
す。

ａ
基本方針も理念を説明したものと同じく玄
関入り口等に明文化去れ掲示されていま
す。

ａ
理念や基本方針が保育課程にも掲載され、
園内研修や会議等でも周知されています。

ａ
理念や基本方針が記載されたパンフレット
等を地域や保護者にも配布され、周知をは
かっています。

ｂ
町内子ども数の動向把握からの運営、園内職員の退職
等（10名位）、中長期を見通した計画は管理者の頭に
描かれていますが、文章化はされていません。今後の
文章化を望みます。

中・長期計画を文章化し、周知していける
よう整備したい。

ｂ
町の今後の子育て環境やニーズ、職員状況、施設の改
修等、中長期を踏まえて計画が話されていますが、具
体的な文章化が求められます。

毎年度作成している事業計画に、中長期的
な
視点を踏まえた具体的な計画の記載を検討
する。

ｂ
理事会決定の事業計画で更に各計画が職員会議
等で意見が求められ見直しもされていますが、
全職員の組織的取り組みを期待します。

事業計画の策定において、職員の意見を組
織的に取り入れた取り組みができるよう試
みたい。

項　　　　　目

②理念や基本方針が利用者等に周知されて
いる。

①中・長期計画が策定されている。

①理念が明文化されている。

②理念に基づく基本方針が明文化されてい
る。

①理念や基本方針が職員に周知されてい
る。

Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

　1　理念・基本方針

(1) 理念、基本方針が確立されている。

(2) 理念や基本方針が周知されている。

②中・長期計画を踏まえた事業計画が策定
されている。

①事業計画の策定が組織的に行われてい
る。

(2) 事業計画が適切に策定されている。

　2　事業計画の策定

(1) 中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。
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【保育所版　評価結果表】

評価結果
優れている点・改善を求められる点

評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

ｂ
職員会議・園内研修等で周知に励んでいま
すが、臨時的職員等々まで配布するよう求
めます。

事業計画の全職員（パート職員も含む）へ
の周知を検討する。

ｂ
懇談会や説明会に於いて、年間事業計画や
各計画を口答で利用者に周知しています
が、今後配布するよう求めます。

事業計画の利用者への周知や配布を検討す
る。

ａ
研修・会議等で法人としての中長期の展望
や保育に対する現状の姿勢等を説明してお
り、職務分担表によって明示されていま
す。

ｂ
研修等に参加し、最新の法令や指針等につ
いて理解を深めていますが、その取り組み
の明確化を望みます。

今後も研修等に参加し、法令・指針等への理解
を深めたい。また、遵守すべき法令等をリスト
化し、いつでも確認できるよう整備する。

ａ
園内研修・職員会議等でのニーズ把握や課
題発見等、保育の質の向上に向けた評価・
指導を行っています。

ｂ
人事･労務･財務に関し計画を立て会議等で職員に周知
し、パソコン導入など効率化に励んでいます。計算書
等の分析を行い運営に反映させています。

今後は業務の省力化（計画・日誌の作成
等）ができるよう取り組んでいきたい。

ａ
地域の子育て会議に参加・説明等、福祉に関連する情
報収集に努め、地域の出生数や年度ごとの入園児数の
実績を把握し、収支計画等経営に反映しています。

ｂ
月・年の試算表、決算書等の分析を行い、
各種計画を立てていますが、今後の改善に
向けた取り組みを期待します。

財務諸表等を分析し、経営上の課題を明確
にし、改善に取り組みたい。

ｃ
外部監査は実施されていません

外部監査の意義や必要性を確認し、実施を
検討したい。

②事業計画が職員に周知されている。

①管理者自らの役割と責任が職員に対して
表明されている。

②遵守すべき法令等を正しく理解するため
の取組が行われている。

　3　管理者の責任とリーダーシップ

(1) 管理者の責任が明確にされている。

①質の向上に意欲を持ちその取組に指導力
が発揮されている。

②経営や業務の効率化と改善に向けた取組
に指導力が発揮されている。

(2) 管理者のリーダーシップが発揮されている。

Ⅱ　組織の運営管理

①事業経営をとりまく環境が的確に把握さ
れている。

②経営状況を分析して改善すべき課題を発
見する取組が行われている。

　1　経営状況の把握

(1) 経営環境の変化等に適切に対応している。

③外部監査が実施されている。

③事業計画が利用者等に周知されている。
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【保育所版　評価結果表】

評価結果
優れている点・改善を求められる点

評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

ｂ
保育所最低基準に基づきながら，パート等の用務員や
保育補助員を確保するなど必要な人材を確保していま
すが、今後は年間の具体的プランの確立を期待しま
す。

数年先を見通した人材確保計画を作成し、
保育の充実を図る。

ｂ
毎年個人面談を行い、職員からの意見･要望
など把握していますが、客観的基準に基づ
いた考課は今後の期待になります。

個人面談は継続して行う。
客観的基準に基づいた人事考課の導入につ
いて検討したい。

ａ
年休簿、時間外命令簿を整備し、就業状況
の把握に努め、面談を通しての意向把握や
改善への取り組みも為されています。

ａ
福利協会退職金制度、福祉医療退職金制度に加
入、健康診断を通して健康の維持、明るい職場
づくりに取り組んでいます。

ｂ
職員の年間研修計画、それによる報告はあ
りますが、今後職員の質向上に向けた観点
からの研修体制の取り組みを望みます。

研修の必要性や意義をあらためて職員同士
が確認し合う機会を設け、共通理解をもっ
て取り組める体制を構築していきたい。

ｂ
研修では園内委員会を設け計画的に行われ
ていますが、一人ひとりの職員による計画
は策定されていませんので、今後期待しま
す。

職員一人ひとりが目標をもって日々の保育
にあたり、学びを深めていけるよう個別計
画の策定を検討していきたい。

ｂ
研修報告書は作成され報告していますが、
今後、評価と見直しが次の研修計画に反映
されるよう望みます。

評価・見直しを基にした研修計画の作成を
していきたい。

ｂ
積極的に実習生受け入れを行っています
が、一部マニュアルの整備（趣旨･ブログラ
ム）を望みます。

マニュアルを再確認し、内容の整備を行う。

②人事考課が客観的な基準に基づいて行わ
れている。

①職員の就業状況や意向を把握し必要があ
れば改善する仕組みが構築されている。

②職員の福利厚生や健康の維持に積極的に
取り組んでいる。

(2) 職員の就業状況に配慮がなされている。

①必要な人材に関する具体的なプランが確
率されている。

　2　人材の確保・養成

(1) 人事管理の体制が整備されている。

①実習生の受入れと育成について基本的な
姿勢を明確にした体制を整備し、積極的な
取組が行われている。

(4) 実習生の受入れが適切に行われている。

①職員の教育・研修に関する基本姿勢が明
示されている。

②個別の職員に対して組織としての教育・
研修計画が策定され計画に基づいて具体的
な取組が行われている。

③定期的に個別の教育・研修計画の評価・
見直しが行われている。

(3) 職員の質の向上に向けた体制が確立されている。
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【保育所版　評価結果表】

評価結果
優れている点・改善を求められる点

評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

ａ
緊急時等のマニュアルが整備され、会議等
での周知や情報提供を定期的に行われ、子
どもの安全確保のために機能しています。

ｂ
消防署･警察所等と連携し訓練や対策を講じ
マニュアルも整備されていますが、備蓄品･
安否確認等具体的手順を求めます。

引き続き関係機関と連携し、災害時の対応
をお互いに確認しあう。備蓄品の整備や、
安否確認の手順の見直し・周知等を検討す
る。

ａ
マニュアル整備、専門業者の遊具点検、イ
ンシデント･アクシデントの収集を行い委員
会等組織的に検討分析し対策を講じていま
す。

ａ
高齢者（老健･特養）や地域住民、福祉作業
所との交流を長年にわたって行っていま
す。

ａ
園庭の開放や子育て支援センターでは広域
的な受け入れ利用（4月から利用数1万人
超）を行い、子どもへの遊びを展開してい
ます。

ｂ
ボランティア受入れの担当者が決められ柔
軟に受入れが行われていますが、受け入れ
の意義等一部マニュアルの追加を求めま
す。

ボランティアは今後も積極的に受け入れた
い。マニュアルについては見直しを行い、
標準的な対応の確立を図りたい。

ｂ
要保護児童対策協議会･保健センター･消防署･警察･自
治体所管課･保健所･児相等々、明示されていますが、
情報の職員間共有が必要になります。

必要に応じて、情報の共有化を行い、緊急
時等に対応できるような協力体制を構築し
ていきたい。

ａ
各関係機関との連携が定期的或いは必要に
応じて行われ、参加し情報の収集等適切に
実施されています。

ａ
自治体との連絡委員会等･子育てに関する会議等に参
加し地域ニーズ把握に努めています。（地域子育て支
援事業においても相談体制があり）

(1) 地域との関係が適切に確保されている。

①必要な社会資源が明確にされている。

　4　地域との交流と連携

①利用者と地域とのかかわりを大切にして
いる。

　3　安全管理

①緊急時（事故、感染症の発生時など）に
おける利用者の安全確保のための体制が整
備されている。

②関係機関等との連携が適切に行われてい
る。

(2) 関係機関との連携が確保されている。

(3) 地域の福祉向上のための取組が行われている。

①地域の福祉ニーズが把握されている。

②保育所が有する機能が地域に還元されて
いる。

③ボランティア受入れに対する基本姿勢を
明確にし体制が確立されている。

③利用者の安全確保のためにリスクを把握
し対策が実行されている。

②災害時に対する利用者の安全確保のため
の取組が行われている。

(1) 利用者の安全を確保するための取組が行われている。
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【保育所版　評価結果表】

評価結果
優れている点・改善を求められる点

評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

ａ
一時預かり事業、子育て支援の相談事業、園庭開放、
長年の独自事業「孫の手ひろば（伝承遊び等々）」が
継続されています。

ａ
職員会議等で基本姿勢について共通理解され、保育所
全体が子どもが安心して生活できる環境を整え、定期
的に指導計画の評価を実施し、指導計画の改善もおこ
なっています。

ａ
規定・マニュアル等を整備し、組織・従事者として求
められる姿勢・意識の向上に努め、利用者との日々の
言葉のやりとりに関しても信頼を得られるよう取り組
まれています。

ａ
保護者懇談会や個別面談、アンケート、日々の取組と
定期的に検討会議を実施し、結果の分析して「利用者
満足」に向けた取組が行われています。

ｂ
懇談会や説明会で説明され、日常的に接する職員以外にも
「子育て支援センター」でも相談を受けていますが、保護者
が、複数の相談方法や相手がいることを理解して頂くために
も、わかりやすい場所に掲示されることを望みます。

配布物、掲示物、または懇談会、説明会等
において、相談や意見を受入れる体制があ
ることを周知していきたい。

ｂ
体制を整備し、マニュアルも作成され、掲示されてい
ますが、利用者の立場に立った苦情解決のためには、
保護者会も含んだ複数の委員が望まれます。

保護者会などとの連携も含め、利用しやす
い仕組みの構築を行っていく。

ｂ
対応は整備なされていますが、保護者からの意見や提
案により、保育の改善への取組、あるいは、園の方針
を伝え、理解して頂くという取組も必要と思われま
す。

利用者から頂いた意見へ、園がどのように対応
していくか等の回答をしっかりと行い、利用者
側、保育園側が相互に理解を深められるように
努めたい。

ｂ
指導計画に沿って週案そして日々の保育と評価・反省
を行っていますが、「保育の質の評価」では、組織的
な対応が求められることから、保護者や地域に対して
明確にすることが望まれます。

第三者評価や外部監査などの取り入れを今
後検討し、評価を受けた際は結果を公表で
きる体制を構築していきたい。

②利用者のプライバシー保護に関する規
程・マニュアル等が整備されている。

(1) 利用者を尊重する姿勢が明示されている。

(2) 利用者満足の向上に努めている。

①利用者満足の向上を意図した仕組みを整
備し、取組が行われている。

②地域の福祉ニーズに基づく事業・活動が
行われている。

Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

　1　利用者本位の福祉サービス

①利用者を尊重したサービス提供について
共通の理解をもつための取組が行われてい
る。

①利用者が相談や意見を述べやすい環境が
整備されている。

(3) 利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

②苦情解決の仕組みが確立され十分に周
知・機能されている。

③利用者からの意見等に対して迅速な対応
が行われている。

(1) 質の向上に向けた取組が組織的に行われている。

　2　サービスの質の確保

①サービス内容について定期的に評価を行
う体制が整備されている。
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【保育所版　評価結果表】

評価結果
優れている点・改善を求められる点

評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

ｂ
自己評価により、園の良さや取り組むべき課題、保育
の課題について討論なされていますが、委員会をもと
に課題の共有化が図られ、見直しが望まれます。

改善すべき課題を職員同士が共有できる機
会を設け、組織的に改善ができるような体
制を構築していきたい。

ａ
説明会や懇談会において、入園のしおりやデイリープ
ログラムについて配布し、説明され組織として仕組み
を整備しています。標準的な実施方法についても、職
員に周知すべく学習会を実施している。

ａ
標準的な実施方法については、留意点や利用者への配
慮、業務手順についても、職員に周知すべく保育所の
自己評価等、見直しや実施がなされています。

ｂ
子ども一人一人の管理上の記録と保育の実践上の記録
と指導計画に基づいた記録は整えられています。関係
する全職員への周知の方法や取組について明示される
ことを望みます。

今後も各種記録はしっかりと整備していきた
い。関係する職員への周知にの方法について検
討し、共通認識がなされるよう取り組みたい。

ｂ
個人情報保護のマニュアルは作成されています。「保
育所の社会的責任」の面から、保管に関する責任者の
設置や情報開示に関する管理体制の整備が望まれま
す。

管理体制の整備を行い、利用者の個人情報
がしっかりと守られるよう努める。

ａ
組織として、子どもや保護者の情報を共有し、日々の
保育状況についても担当４名の職員そして主任保育士
へと連携され、支援のあり方についてもケース会議等
で対応についても報告・検討されています。

ａ
保育所のパンフレットやしおりを公共機関に配置し、
利用については、理念や内容を細かく説明するなど利
用者の視点に立った情報提供に取り組んでいます。

ａ
見学や体験利用等、保育方針や一日の過ごし方、保育
内容の説明と保護者が理解しやすいように配慮がなさ
れています。

ａ
子どもの生活が途切れることのないよう、育ちの記録
や保育要録が整備されています。保育所の変更等、保
育の継続に配慮されています。

①提供するサービスについて標準的な実施
方法が文書化されサービスが提供されてい
る。

①利用者に関するサービス実施状況の記録
が適切に行われている。

(3) サービス実施の記録が適切に行われている。

(1) サービス提供の開始が適切に行われている。

③利用者の状況等に関する情報が職員間で
共有化されている。

②標準的な実施方法について見直しをする
仕組みが確立されている。

②利用者に関する記録の管理体制が確立さ
れている。

②評価結果に基づき組織として取り組むべ
き課題を明確にし、改善策・改善実施計画
を立て実施されている。

(2) 提供するサービスの標準的な実施方法が確立されている。

①利用希望者に対してサービス選択に必要
な情報が提供されている。

②サービスの開始にあたり利用者等に説明
し同意を得ている。

①保育所の変更や家庭への移行などにあた
りサービスの継続性に配慮した対応が行わ
れている。

(2) サービスの継続性に配慮した対応が行われている。

　3　サービスの開始・継続
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【保育所版　評価結果表】

評価結果
優れている点・改善を求められる点

評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

ｂ
入所時期が、０才時が殆どであり、毎年、保護者の就
労状況や子どもの成長に合わせてアセスメントが行わ
れています。しかし、組織として組織外の関係職員も
含めた、子どもと保護者にとってニーズとは、その支
援が望まれます。

関係機関との連携も含めたアセスメントに
ついて、どのような体制が望ましいのか検
討を行いたい。

ａ
保育指針に基づき、年間、月間、週案と個別計画が作
成され、生活・健康、子どもの発達の視点から支援が
行われています。子どもの主体的活動を促し、担当４
名の保育士が多様な関わりを持つよう進められていま
す。

ａ
保育計画には、担当保育士で計画し、主任保育士、園
長と記録の確認や計画変更についても手順と関係職員
で見直しをしています。実践の振り返りを通して次の
計画に生かしています。

(2) 利用者に対するサービス実施計画が策定されている。

①サービス実施計画が適切に策定されてい
る。

②定期的にサービス実施計画の評価・見直
しが行われている。

①定められた手順に従ってアセスメントが
行われている。

(1) 利用者のアセスメントが行われている。

　4　サービス実施計画の策定
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【保育所版　評価結果表】

◆　細目の評価結果（内容評価24項目）

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見

ａ
保育園の理念、目標に基づき子どもの発達を踏まえながら作
成されております。又地域の実態や家庭状況、保育時間など
も考慮されております。今後は年齢別の年間指導計画を作成
しやすい様式に変更するのも一つの方法と考えます。

ａ
個別の指導計画が作成され一人ひとりの状況に配慮した保育
が行われております。SIDSに関する取り組みもしっかり行わ
れております。保育室は手作りおもちゃであふれており明る
い温かみのある環境が提供されておりました

ａ
1.2歳児の保育では感染症にかかりやすい事から保健的な対応
がなされているか、探索活動しやすい環境か、自己主張を受
け止めているか求められています。上記の様な保育の計画や
実践記録を指導計画・保育日誌・連絡帳で確認しています。

ａ
3歳児は興味や関心のある活動、4歳児は自分を発揮し友達の
中で過ごせる、5歳児は個性を発揮し友達と協力できる保育が
求められております。詳細は年間指導計画で確認していま
す。評価や反省も行われております。

ａ
小学校との連絡協議会を含めると年間10回ほどの交流行事が
行われております。交流（なかよし交流会）の様子はお便り
や日々の連絡で家庭に発信されておりました。保育所保育要
領は職員参画のもと作成され小学校に送付されております。

ｂ
施設が古くなり、改善や整備が必要との自己評価でしたが訪
問調査では、安全や清潔に気を使っていることが伺えまし
た。子ども達が自発的に活動できるように手作り遊具などが
整備されております。

引き続き安全や清潔を保てるよう努めたい。
また、施設環境の整備についても検討してい
きたい。

ａ
毎日の生活の中で基本的な生活習慣が身につくように環境の
整備がなされている事を年間指導計画や個別指導計画で確認
しました。実践については日誌や連絡帳にて確認しました。

ａ
3.4.5歳児でチームを作り、様々な交流が行われていることを
保育課程や園便りで確認しています。友達といつでも好きな
時に協同で活動できるように物的環境が整備されていること
も指導計画で確認しています。当番活動も確認しました。

ａ
指導計画の中に自然や社会とかかわるために必要な配慮・援
助などが記載されている事を確認しました。盆踊りや願人踊
りなどの伝統芸能に参加するなど地域と十分に触れ合ってお
ります。

項　　　　　目

①保育所の保育の方針や目標に基づき、発
達過程を踏まえ、子どもの心身の発達や家
庭及び地域の実態に即した保育課程を編成
している。

③子どもが主体的に活動し、様々な人間関
係や友だちとの協同的な体験ができるよう
な人的・物的環境が整備されている。

　1　保育所保育の基本

(1)　養護と教育の一体的展開

(2)　環境を通して行う保育

②乳児保育のための適切な環境が整備さ
れ、保育の内容や方法に配慮されている。

①生活にふさわしい場として、子どもが心
地よく過ごすことのできるような人的・物
的環境が整備されている。

②子どもが基本的な生活習慣を身につけ、
積極的に身体的な活動ができるような環境
が整備されている。

③１・２歳児の保育において養護と教育の
一体的展開がされるような適切な環境が整
備され、保育の内容や方法に配慮されてい
る。
④３歳以上児の保育において養護と教育の
一体的展開がされるような適切な環境が整
備され、保育の内容や方法に配慮されてい
る。

⑤小学校との連携や就学を見通した計画に
基づいて、保育の内容や方法、保護者との
関わりに配慮されている。

④子どもが主体的に身近な自然や社会と関
われるような人的・物的環境が整備されて
いる。
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【保育所版　評価結果表】

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

ａ
保育課程や指導計画に言語、表現活動が体験できる工夫や配
慮が記載されておりました。保育日誌で実際に行われたこと
を確認しました。又訪問調査では保育室に製作物や絵等が掲
示されていることを確認しています。

ｂ
会議や日誌などで保育の振り返りは行われておりました。し
かし「自己評価ガイドライン」に基づいた自己評価はまだ実
施されておりません。今後は自己評価を定期的に行い自らの
保育の検証に勤めてくださるよう希望します。

ガイドラインに基づいた自己評価の取り入れ
を検討したい。

ａ
子ども一人ひとりを受容する保育が日常的に行われて
いることを保育課程・指導計画や個別記録・保育日誌
などで確認いたしました。

ｂ
平成26・27年度は該当する子どもはおりませんでした
が、保育士の加配を行い、受け入れる体制は整ってお
りました。今後は研修にも参加し更に体制を整えてお
いて下さい。

自治体と協力しながら受け入れを行って
きた。今後も保育士の加配等、受け入れ体制
を整えていきたい。

ａ
家庭的なゆったりと過ごす事ができる、異年齢児とも
触れ合える環境が提供されています。職員配置も十分
に行われ引継ぎも適切に行われています。

ａ
既往歴や予防接種の状況は、児童票の育ちの記録で確認いた
しました。体調の優れない子どもに対しても連絡帳で情報交
換されています。子ども一人ひとりの発達を見据えた詳細な
保健計画が作成され対応しています。

ａ
食育計画で食事が楽しめるような環境が提供されていること
を確認いたしました。（バイキング・戸外での食事・クッキ
ング・行事食など）今後も様々な食事スタイルを工夫し提供
されることを期待します。

ａ
面談で一人ひとりの食事量・嗜好は把握されております。検
食簿が記載されており改善に繋げております。手作りおやつ
や行事食なども提供されております。給食担当者が保育室を
訪問し、子ども達の話を聞く機会を設けています。

ａ
健康診断は年2回、歯科検診は年1回実施されておりました。
保護者には連絡帳や口頭で伝えられておりましたが、アン
ケートでは記録がないのでわからないとの記述がありまし
た。今後伝達方法を工夫してください。

④健康診断・歯科健診の結果について、保
護者や職員に伝達し、それを保育に反映さ
せている。

①保育士等が主体的に自己評価に取り組
み、保育の改善が図られている。

(3)　職員の資質向上

　2　子どもの生活と発達

②食事を楽しむことができる工夫をしてい
る。

(1)　生活と発達の連続性

(2)　子どもの福祉を増進することに最も相応しい生活の場

②障害のある子どもが安心して生活できる
保育環境が整備され、保育の内容や方法に
配慮がみられる。

③長時間にわたる保育のための環境が整備
され、保育の内容や方法に配慮がみられ
る。

③乳幼児に相応しい食生活が展開されるよ
う、食事について見直しや改善をしてい
る。

①子どもの健康管理は、子ども一人ひとり
の健康状態に応じて実施している。

①子ども一人ひとりを受容し、理解を深め
て働きかけや援助が行われている。

⑤子どもが言葉豊かな言語環境に触れた
り、様々な表現活動が自由に体験できるよ
うな人的・物的環境が整備されている。
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【保育所版　評価結果表】

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

ａ
主治医からの指示書をもとに全職員で周知し、保護者
とも密接に連携し対応しています。除去食の提供では
名前をつける、渡す際声に出して確認をすることが行
われています。

ｂ
衛生管理アニュアルは作成されていますが、設備の管理・原
材料の取り扱い・器具や容器などの管理も含め幅広いマニュ
アルの作成が望まれます。マニュアルの定期的な見直しや検
討会の開催も必要です。

マニュアルを基に衛生管理を行ってきた。
見直しや検討の機会を設け、職員が共通認識
をもって実行できるよう努めたい。

a
食育計画が各年齢ごとに詳細に作成され食事の重要性を保護
者に伝えております。献立表も事前に配布されております。
保護者への試食やレシピ・サンプル提示も行われておりま
す。

ａ
連絡帳や朝夕の送迎時に、日常的な情報交換が行われ
ています。家庭の状況などの意見交換も確実に行われ
ていることを児童票で確認いたしました。

ａ
懇談会の頻繁な開催、「一日先生週間」などを積極的
に開催し子どもの発達や子育ての方法について共通理
解できる機会が設けられています。

b
虐待マニュアルは整備されており、子ども達の心身の状態に配慮していることが保育
日誌や懇談会記録で確認できます。チェックリストを整備されると職員の虐待に対す
る視点を統一できます。又よく見えるところに関係機関や連絡先一覧を掲示しておき
即対応できるようにすることが大事です。

職員が共通認識のもって対応できるよう、
チェックリストの整備や連絡先の掲示を行
う。

(1)　家庭との緊密な連携

　3　保護者に対する支援

③子どもの発達や育児などについて、懇談
会などの話し合いの場に加えて、保護者と
共通の理解を得るための機会を設けてい
る。
④虐待に対応できる保育所内の体制の下、
不適切な養育や虐待を受けていると疑われ
る子どもの早期発見及び虐待の予防に努め
ている。

(3)　健康及び安全の実施体制

①アレルギー疾患、慢性疾患等をもつ子ど
もに対し、主治医からの指示を得て、適切
な対応を行っている。

②調理場、水周りなどの衛生管理が適切に
実施され、食中毒等の発生時に対応できる
ような体制が整備されている。

①子どもの食生活を充実させるために、家
庭と連携している。

②家庭と子どもの保育が密接に関連した保
護者支援を行っている。
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